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利用・用途・応用分野

光デバイス、生体高分子検出、バイオイメージング

目的・課題 解決ポイント

ナノ粒子は、生体標識材料として用い
るためには、ナノ粒子の表面を親水化
してナノ粒子を水中に可溶化する必
要があり、さまざまな方法化が提案さ
れているが、可溶化後の安定性、特
に凝集を防ぐ効果が高くない等の問
題が生じ、染色効率が低下する等、
効果をあげていない。

不飽和高級脂肪酸と水溶性単量体
との共重合体を製造し、この共重合
体をナノ粒子に被覆することにより、
ナノ粒子を親水化すれば、ナノ粒子
を水中に可溶化することができ、生
成する可溶化液は安定で、凝集を起
こさないことを見出した。
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発明の名称：ナノ粒子を水溶化させる

高分子化合物とこれを用い水溶化されたナノ粒子

本発明ナノ粒子は、
生成する水分散液で安定で少なくとも
３週間は凝集を起こさなかった。

ナノ粒子の親水化剤として使用する
共重合体は合成が容易。

この共重合体から成る親水化処理剤
は、
抗体による抗原分子認識を妨害しない。

本発明の水溶化ナノ粒子を組織染色
などに用いる場合に、組織内の拡散速
度が低下せず、そして、染色効率が低
下しない。

無料開放特許

水酸化ナノ粒子の相対蛍光強度の時間変化


